
施策目標

達成目標（1）

基準値 目標値

18年度 20年度 21年度 22年度 ‐年度

ES指針（ES樹立・分配指針を
含む）に基づく樹立計画（変
更を含む。）の審査件数

2 2 1 1
申請案件を適切に処理す
る。

ES指針（ES樹立・分配指針を
含む）に基づく分配機関の設
置計画（変更を含む。）の審
査件数

- 1 1 0
申請案件を適切に処理す
る。

ES指針に基づく使用計画（変
更を含む。）の審査件数

15 52

13
※1

※1 平成21年8月の指針

改正前までの審査件数

― ※３

※３　平成21年8月より本手

続は届出制に改正。

平成21年8月より本手続
は届出制に改正。（届出
については以下のとおり）

ES使用指針に基づく使用計
画（変更を含む。）の届出件
数

- -

38
※2

※2　平成21年8月の指

針改正後の届出件数

96
届出案件を適切に処理す
る。

実施中のES指針に基づく樹
立、分配機関の設置及び使
用計画の件数（各年度とも、
3月末現在）

40 55 61 66
手続に不備が生じないよ
う適切に把握する。

ES指針の違反件数 0 0 0 0
指針違反事案が発生した
場合は適切に処理する。

年度ごとの目標値 － － －

21年度 22年度 23年度 24年度

当初予算
23,485

<0>
21,910

<0>
（17,027,195）

（<175,890,070>）
（67,753,227）

（<205,938,950>）

補正予算
△2,377

<0>
0

<0>
（0）

（<110,000>）

繰越し等
0

<0>
0

<0>

合計
21,108

<0>
21,910

<0>

15,748
<0>

16,725
<0>

年月日

平成18年3月28日

有識者会議での指摘事項

指標に用いたデータ・資料等

主管課（課長名）

関係局課（課長名）

施策に関係する
内閣の重要政策

名称

研究の発展・動向を踏まえ、生命倫理に関する法令・指針に基づいた規制を適切に実施す
る。この効果については、以下の指標によって判断することとする。

執行額（千円）

予算の状況
（千円）

施策の予算額・執行額等
上段：単独施策に対応する経費
下段：複数施策に対応する経費

備考

政策評価体系の変更に伴い、当該施策目標は平成２３年度より『ライフサイエンス分野の研究開発
の重点的推進及び倫理的課題等への取組』に移行しているため、施策の予算額・執行額等のうち２
３年度・２４年度の当初予算等は施策目標『ライフサイエンス分野の研究開発の重点的推進及び倫
理的課題等への取組』の数値をカッコ書きで入力している。

区分

関係部分（抜粋）

平成22年度実施施策に係るモニタリング

達成目標及び測定指標

実績値（進捗状況）

（文部科学省22-7-2）

施策の概要

科学技術が及ぼす倫理的・法的・社会的課題への責任ある取組の推進

ヒト胚及びヒト胚性幹細胞（ヒトES細胞）、クローン技術等に関する生命倫理問題等が及ぼす倫理的・法的・社会的課題に
対し、研究の進展状況を踏まえた施策への反映、研究者等への法令等の遵守の徹底等を通じ、最先端のライフサイエンス
研究の発展と社会の調和を目指す。

測定指標

－

第3期科学技術基本計画
第4章　1.科学技術が及ぼす倫理的・法的・社会的課題へ
の責任ある取組（P.42）

研究振興局ライフサイエンス課生命倫理・安全対策室（渡辺　栄二）

「ES指針に基づく審査等件数」
（作成：文部科学省）（作成又は公表時期：平成23年3月末）
（基準時点又は対象期間：平成18年4月1日～平成23年3月31日）（所在：文部科学省）


